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宇宙輸送に係る需要動向（その１） 

2020年1月30日 

三菱重工業株式会社 宇宙事業部 技術部 
計画課 兵頭 翔洋 

１．宇宙輸送の未来を拓く 

２．最新の世界市場動向 
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宇宙開発利用部会 
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１．宇宙輸送の未来を拓く 

2020 2025 2030 2040 

軌道上衝突で悪化 

要求 規制 

・投入軌道最適化 
・複数軌道面投入 

・多数搭載/分離 
・複数高度投入 

・柔軟性 
・ｷｯｸｽﾃｰｼﾞ 

・大推力/大容量 

・軌道寿命低下 
・分離物削減 

・デブリ環境観測 
・デブリ回避/誘導投入 

・深宇宙航法 
・多天体活用 ・輸送能力向上 

・軌道間輸送 

上段高機能化 輸送規模拡大 

・デブリ環境洗浄 
・デブリ保護 

デブリ規制への対応 
 ・国際基準作りへ 
   積極関与 

電気推進衛星 ｺﾝｽﾃ展開 ｺﾝｽﾃ維持 大型ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ 

火星探査 Gateway/月探査 初期Gateway 

衛星系 

ﾃﾞﾌﾞﾘ環境 

宇宙探査 

規制強化⇒環境改善 

 2020年以降の輸送は用途や展開される環境が変わっていく。 

 ﾃﾞﾌﾞﾘ環境へ対応しつつ、輸送する高機能上段と規模拡大への展開が必要。 



火星/小惑星探査 

ISS 

１．宇宙輸送の未来を拓く 

・軌道間輸送 

Gateway 

https://pdfs.semanticscholar.org/8741/54d52f8bc19009f32436f64f5b583ae618e3.pdf 

上段多機能化 

輸送規模拡大 

・多軌道面投入（コンステ、電気推進衛星） 

・上段廃棄 
低コスト化 

デブリ防止 

・デブリ回避・軌道投入 

・再使用 

増加を続ける 
宇宙デブリ 

月面探査
/Gateway輸送 
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 最新の世界の商業市場では全電気推進衛星が主流になりつつある。 
 

 電気推進による効率的な推進系を持つことで従来より衛星サイズを小型化し、 
  複数打上げができるようになり、衛星1基あたりの打上げコストを下げられる。 
  ⇒2015年頃から大型静止衛星製造は低調。   
 
 上記に合わせ、デジタルペイロードで同一ハードウェアで様々なミッションに対応。 
  軌道上でソフトウェアを変更し途中で衛星の運用を変更することも可能に。 

 
 Airbus/Thales/Boeing各々が上記に対応した新静止衛星バスを発表。 

Airbus (Onesat) 

Thales (Space Inspire) 

Boeing (702X) 

２．最新の世界市場動向 –電気推進衛星– 
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 低軌道域で運用することで通信遅延を抑えられ/通信量も増加させられる。 
  ただし、コンステレーション構築に向けてロケット打上げを高頻度で行う必要あり。 
  また、衛星製造スケジュールを大幅に短縮する必要あり。 
 
 Onewebについては、Airbusがフロリダに1日に1個のペースで 
衛星を製作する工場を設置。 

  Space Xでは、Starlinkを1度の打上げで60個打ち上げる。 
 
 今後、低軌道域が過密になることでスペースデブリに対する懸念が拡大。 
  一例として1000kmピッチで配置されたコンステレーションの場合、 
  衝突回避を行おうとすると100秒に1回は衛星との衝突回避の観点から打上げ制約となる。 

 

２．最新の世界市場動向 –コンステレーション– 

（1000-2×100）km÷8km/s＝100s 

コンステレーションの中
を貫くのも楽じゃない 衝突回避に必要な距離 

25-100km 

1000km 
約8km/s 

@OneWeb 




